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一 
般 

質 

問
〜
市
政
を
問
う
〜

市
の
土
地
利
用
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は竹村 

仁
司 

議
員

早
急
に
対
応
が
必
要
な
課
題
を

抱
え
て
い
る

産
業
建
設
部
長

　

市
の
都
市
計
画
道
路
の
整

備
で
計
画
書
に
載
っ
て
い
る

が
、
現
実
に
で
き
て
い
な
い

も
の
は
。

産
業
建
設
部
長
市
内
の
都

市
計
画
道
路
は
約
32
キ
ロ
あ

る
。
そ
の
う
ち
未
整
備
の
道

路
は
、
約
14
キ
ロ
に
な
る
。

主
な
都
市
計
画
道
路
の
未
整

備
路
線
は
、
佐
屋
地
域
内
に

津
島
佐
屋
線
の
約
3
・
9
キ

ロ
、
内
佐
屋
元
寺
線
の
約
2

・
7
キ
ロ
、
佐
織
地
域
内
に

あ
る
諏
訪
勝
幡
線
の
1
・
6

キ
ロ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

指
定
用
途
地
域
ど
お
り
の

土
地
利
用
が
図
ら
れ
て
い
な

い
状
況
の
改
善
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。
特
に

第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域

の
５
割
を
占
め
る
田
畑
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

産
業
建
設
部
長
第
１
種
低

層
住
居
専
用
地
域
に
つ
い
て

は
、
都
市
的
土
地
利
用
が
計

画
的
に
進
ま
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
地
区
計
画
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
公
共
地
区
施
設

の
充
実
を
図
り
、
低
層
住
居

系
の
土
地
利
用
を
図
っ
て
い

く
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の

中
に
あ
る
渕
高
地
区
暫
定
用

途
地
域
整
備
検
討
事
業
の
進

め
方
と
課
題
は
。

産
業
建
設
部
長
渕
高
地
区

の
第
１
種
低
層
住
居
専
用
地

域
は
、
地
区
計
画
の
変
更
を

見
据
え
て
事
業
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の

整
備
充
実
に
向
け
て
地
区
の

関
係
者
と
合
意
形
成
を
図

り
、
計
画
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

名
鉄
沿
線
の
西
側
に
公
園

が
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

今
回
の
暫
定
用
途
地
域
の
解

除
に
関
す
る
事
業
の
中
で
、

そ
う
し
た
住
民
の
声
が
届
く

の
か
。

産
業
建
設
部
長
地
区
計
画

の
見
直
し
に
当
た
り
、
各
公

共
地
区
施
設
の
整
備
水
準
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
中
で
、
公
園
も
施

設
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
防
災
上
の
観

点
か
ら
も
適
切
な
配
置
や
設

置
に
か
か
わ
る
基
準
な
ど
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

公
園
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
開
発
許
可
基
準
及
び
区

画
整
理
事
業
の
基
準
か
ら
も

必
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
る

が
、
設
置
の
詳
細
な
ど
に
つ

い
て
は
、
関
係
住
民
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
県
と
協
議

し
て
決
定
し
た
い
。

　

渕
高
地
区
の
市
街
化
区
域

と
し
て
の
整
備
が
完
了
し
た

後
は
、
新
た
に
市
街
化
区
域

を
設
け
る
の
か
、
本
市
の
都

市
的
な
土
地
利
用
の
展
望

は
。

産
業
建
設
部
長
市
街
化
区

域
へ
の
編
入
は
、
県
が
決
定

す
る
。
県
の
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合

性
が
図
ら
れ
、
計
画
的
な
市

街
地
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
確
実
な
区
域
に
限
定
さ
れ

る
。
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